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したものである。
labelの仕方を簡単に説明すると Carrierfreeの
1311 fC 0.002 MK1を加え， 0.15 NNaN02十0.18NH 
2S04で酸化し 12(HN02)となし，残った亜硝酸を
1N，NH4S03.HN2で破壊し， N/lONaOH にてアルカ 
リ性とし，白色の 10ノとなす。これに M/lophospho・
borate bu旺erにて pH8.8とせる G溶液を加え 25 
~260C に 2~3 時間保ち，氷冷せる蒸溜水中にて 2 
~3 日間透析する。この膜内液を静注し各臓器の
Radioactivityを検す。 
18) 白鼠パラビオーゼによるゴナドトロビン代謝
の研究
滝口光雄，田沢茂
長良則，広瀬周二 
雌雄白鼠の性腺を除いて，下垂体別除雌白鼠と結
合すると卵巣は大きくなるが，櫨胞の発育のみで黒
体形成が起らなv，。併し下垂体別除雄白鼠と結合し
てこの皮下に卵巣を移植すると黄体形成が起る。即
ら垂刻雌にはL.H.濃度が上昇しえないが垂別雄で
は上昇しうる。一方，卵巣の牌内移植実験では，移
植卵巣は黄体の塊となる。筆者は 33回内分泌学会
でしH.が estrogenp:::，よって不活性化され易いこ
とを別の方法で発表した。性腺刻除白鼠と垂別雌白
鼠との結合で黄体ができず，牌内移植卵巣に黄体が
できるのは，筆者の考え方で説明できる。更に厳密
を期するため筆者は次の実験を行っている。垂易リ雌
白鼠の卵巣を除いて牌に移植し，これと性腺別除白 
鼠とを並体結合する。乙の牌内移植卵巣lζ黄体がで
きれば， L. H.が estrogenKよって不活性化され
誘発されるものと考えられる。現在においてはこの 
方法が簡易化され Estrogenと 19ノJレステロイド 
合併経口投与による Kanfmam変法が Garciaに 
より発表され 5~6 週期繰返した結果では無排卵症 
17例中 1例，稀発排卵症 14例中 1例に排卵を起し
ている。 Pots(1960)は220例， 1297固にわたり， 
5 mg ~50 mg Estradiol Benzoat或は dienestriol 
diacetateを1回筋肉注射したが排卵の起たのは 8 
回 (0.6%)だけだったと報じて居ります。 
20) 卵管痘撃についての基礎的実験
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卵管が自律神経の支配下にあることは，解剖学的
にも明らかである。卵管筋，特lと卵管間質部の筋層
の痘撃性収縮K依って，卵管の機能的閉鎖が起るこ
とは Rubinを始め多くの学者の承認する所で，肇
縮型通気曲線はその表現と見られる。卵管痘撃が長
期にわたる不妊の原因となると考えられる。これを
改善し得るならば，従来観血的方法にのみ依存して
いた卵管不妊の治療面に新しい分野が開けるであろ
う。家兎を使用し卵管の自律神経支配を明かにし，
肇縮曲線を表現した。叉月経周期と卵管運動，則ち
ホルモンに依る運動の変化を追究し，授精及び授胎
機序を解明し，なお少数例ながら薬剤に依る卵管室重
縮の緩和に成功した。
21) 不適合輸血後の血清中の猿集素価
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偶然の機会から不適合輸血症例2例を経験し，と
れら血清中の血球凝集素を検査する機会にめぐ、まれ
ることが実証されることとなる。1"こ。症例工の患者の血液型は B，MN，Rh型は D 
19) Kanfman療法の変遷
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1932年 Kanfmamは去勢婦人に多くの失敗の後
分泌像を作る事に成功しました。 
Kanfmam氏法は Eshogen5000 M. E (Estro-
diol-Benzoat 5 mg) を 2~3 日間隔で 5 回注射し，
続いて Progrteron5 mgずつを連続注射する方法
であります。 
Kanfmannはこの排卵の機序を深く考える事な
しに行ったと思われるがこの方法は恐そらく Est-
rogenとGestagenの投与で間脳下垂体系の機能を
抑制し投与中止後にそのはねかへりが起って排卵が
CCEで A型血約 20ccを輸血，症例Eの患者の血
液型は 0，MN，Rh型は DCCEで A型血約 800 
ccを輸血した。現在これら 2人の患者は健在であ
る。症例耳の血球凝集素価の推移をみると不適合輸
血後2時間目の当該血球凝集素価は極めて低い。輸
血後 21 時間~48 時聞には著明な変化はないが輸血
後 6日自には完全抗 A256倍，不完全抗 A1024倍
の免疫抗体がみられ， 24日自には力価の減少を認め
た。症例III乙於ても不適合輸血後5日目には完全抗 
A 512倍， 不完全抗 A4096倍の免疫抗体が認めら 
れ，輸血後22日目の力価は減少していた。従って
不適合輸血に由来する免疫抗体が著明lζ出現するの 
は輸血後3日以後，恐らくは 5日附近であろうと思
われる。
